
事業の全体像

事業名 個人の購買データ（アプリ、電子レシート）を活用した健康増進に向けた食環境整備事業

実施主体 東芝データ株式会社

協力団体 豊橋市、カゴメ株式会社、東芝テック株式会社

送客

生活者
愛知県

人口746万人

小売業
食品スーパー

食品メーカー

愛知県庁

啓蒙・啓発
協力依頼

インセンティブ
・プレミアム商品券
・地域通貨、
・住民ポイント など

住民の行動変容
(データ・KPI改善)

連携サービス（行動変容プラットフォーム）

自治体の
デジタル施策
(イベントなど)

アプリ提供

キャンペーン
通知

データに基づく健康アドバイス

￥

データ活用

データ活用

健康・食育・介護計画

インセンティブ

参加

基礎自治体

効果検証・データ活用

健康関連アプリ（PHR)/健康測定サービス
健康に関わる行動に関与/健康状態の見える化

スマートレシート
生活者の購買行動に関与

￥

学術機関

健康推奨商品啓発/購買データによる効果検証

￥

￥ ￥ ￥

￥

スマートレシートサービスと健康関連サービスを連携させ、生活者の健康増進を啓蒙・啓発させる
行動変容プラットフォーム作りを進めていく



実証内容

事業名 個人の購買データ（アプリ、電子レシート）を活用した健康増進に向けた食環境整備事業

実施主体 東芝データ株式会社

協力団体 豊橋市、カゴメ株式会社、東芝テック株式会社

生活者

小売店舗（スーパー）

体験型健康測定 食品売り場

野菜摂取量測定

カゴメ/ベジチェック

豊橋市

野菜摂取

測定値ｘ購買

啓発教育

効果検証

購買データ

東芝データ

小学校での食育
野菜摂取チャレンジ

地域健康啓発キャンペーン
啓蒙・啓発、意識変革、行動変容

地域を巻き込み、生活者が自然に参加
していく健康増進への取組み。

購買データ ベジチェック

インセンティブ

地域健康キャンペーン効果検証
データによる

効果測定、振り返り

更なる普及のための
改善検討

EBPMの実践

・来店回数比較
・青果・野菜飲料購買額比較

１．小学校の食育教育にて、野菜摂取の啓発を実施。
２．学区内の小売店舗で、野菜摂取量測定器（カゴメ）とスマートレシートの連携によるキャンペーンを実施
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